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20かしはら市議会だより

ら
の
繰
り
入
れ
は
な
い
。

今
回
の
質
問
に
共
通
し
て
言

え
る
が
、
国
民
健
康
保
険
な
ら
被

保
険
者
の
声
な
ど
、
現
場
の
声
が

大
事
で
あ
る
。
現
場
に
目
を
向
け
、

現
状
を
知
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、

現
場
に
目
を
向
け
て
市
政
運
営
を

し
て
ほ
し
い
。
市
民
へ
の
負
担
軽

減
な
ど
を
し
っ
か
り
考
え
て
、
本

市
と
し
て
の
意
見
を
持
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
ほ
し
い
。
今
後
、

市
民
の
負
担
を
可
能
な
限
り
低
減

す
る
た
め
の
考
え
、
対
策
は
。

医
療
費
は
緩
や
か
な
増
加
傾

向
に
な
り
、
納
付
金
も
比
例
す
る

た
め
、
財
源
で
あ
る
保
険
税
も
緩

や
か
な
増
加
傾
向
に
す
べ
き
と
考

え
る
。
今
後
の
決
算
額
の
推
移
を

も
と
に
平
成
３６
年
度
の
医
療
費
の

必
要
額
を
検
証
し
た
い
。
県
内
全

市
町
村
で
医
療
費
の
必
要
額
を
検

証
し
て
、
意
見
調
整
を
行
い
、
県

と
と
も
に
適
正
な
負
担
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
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施
政
方
針
に
て
ら
し
た

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
・

住
宅
政
策

全
国
で
通
学
中
に
命
を
奪
わ

れ
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
。
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
通
学
路
の

整
備
な
ど
の
安
全
対
策
は
。

八
木
中
学
校
北
側
市
道
の
エ

ン
ズ
橋
の
幅
員
が
５
ｍ
程
度
で
あ

り
、
車
両
通
行
中
は
歩
行
者
の
通

行
が
困
難
で
、
中
学
校
の
生
徒
が

多
く
通
行
す
る
た
め
、
交
差
点
の

路
面
標
示
の
改
良
や
路
側
の
グ
リ

ー
ン
帯
の
設
置
を
行
っ
た
。
ま
た

歩
行
者
用
橋
梁
設
置
の
た
め
詳
細

設
計
業
務
を
行
う
。
歩
道
整
備
は

安
全
・
安
心
な
道
路
利
用
の
た
め

に
必
要
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
路
側
帯
の

拡
幅
や
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
、
即
効

性
が
高
く
効
果
的
な
歩
行
空
間
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

エンズ橋北交差点

危
険
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

教
育
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

平
成
２６
年
度
か
ら
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て

通
学
路
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委
員
会
、

自
治
会
、
警
察
、
道
路
管
理
者
が

一
緒
に
点
検
し
、
不
備
な
点
に
重

点
的
に
予
算
措
置
を
図
っ
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
全
国
の
交
通
事
故

の
特
徴
は
、
小
学
１
年
生
の
死
傷

者
が
６
年
生
の
３
倍
で
あ
り
、
小

学
生
の
月
別
死
傷
者
は
５
月
が
最

も
多
く
、
登
下
校
中
が
全
体
の
３

割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
現
状
を

周
知
・
啓
発
し
、
４
・
５
月
の
事

故
の
回
避
に
努
め
る
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
導
入
な

ど
の
公
共
交
通
の
整
備
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
や

市
内
及
び
広
域
路
線
バ
ス
に
必
要

な
補
助
な
ど
を
行
い
、
公
共
交
通

の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。
社
会
状

況
の
変
化
等
に
よ
り
路
線
バ
ス
運

行
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
、
持
続

可
能
な
乗
り
合
い
交
通
の
検
討
を

始
め
て
い
る
。

バ
ス
停
や
駅
ま
で
歩
く
こ
と

が
困
難
な
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も

ら
い
た
い
。
県
内
他
市
町
村
が
導

入
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

に
つ
い
て
公
共
交
通
会
議
で
協
議

が
進
ん
で
い
る
の
か
。

公
共
交
通
会
議
で
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
・
研
究
を
し
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
４
月
１
日
よ

り
土
日
祝
日
の
路
線
を
変
更
し
、

橿
原
神
宮
前
駅
か
ら
発
着
を
行
う
。

京
奈
和
道
の
橿
原
区
間
が
開
通
し

た
と
き
に
道
路
事
情
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
交
通
会
議

で
議
論
を
行
い
た
い
。

昨
年
６
月
に
住
宅
を
利
用
し

た
宿
泊
事
業
を
新
た
に
認
め
る

「
住
宅
宿
泊
事
業
法
」
が
成
立
し
、

本
年
６
月
１５
日
に
施
行
さ
れ
る
。

違
法
民
泊
は
全
国
で
５
万
件
を
超

え
、
宿
泊
者
と
周
辺
住
民
で
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

そ
の
実
態
把
握
は
。

個
別
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
等

は
聞
い
て
い
な
い
。
県
に
よ
る
と

平
成
２９
年
度
の
ト
ラ
ブ
ル
件
数
は

奈
良
市
以
外
で
５
件
あ
っ
た
が
、

市
町
村
内
訳
は
記
録
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３
月
１５
日
か
ら
住
宅
提
供
業

者
に
よ
る
民
泊
の
届
け
出
が
開
始

さ
れ
た
が
、
制
度
の
周
知
は
。

厚
生
労
働
省
及
び
国
土
交
通

省
が
昨
年
１２
月
に
出
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
、
届
け
出

時
に
当
該
物
件
の
管
理
組
合
等
が

住
宅
宿
泊
事
業
に
「
反
対
し
な
い

こ
と
、
禁
止
し
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
誓
約
書
」

を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
、
住
民

の
同
意
を
得
ず
に
民
泊
の
届
け
出

は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
県
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
制
度
の

周
知
を
し
て
お
り
、
本
市
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等
に
掲
載
し

た
い
。住

居
専
用
地
域
の
営
業
禁
止

や
日
数
制
限
な
ど
の
民
泊
規
制
条

例
制
定
な
ど
、
住
生
活
環
境
を
守

る
た
め
の
市
長
の
考
え
は
。

日
本
全
国
、
特
に
大
都
市
で

の
違
法
民
泊
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。
本
市
も
い
つ
そ
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
順
次
、
選

択
肢
を
間
違
え
な
い
よ
う
、
そ
の

方
向
に
向
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対

す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
が
一
部
改
正
さ
れ


